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小
こ

牧
まき

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プランとは？

2006 年
ねん

３月
がつ

に総
そう

務
む

省
しょう

が策
さく

定
てい

した「地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プラン」では、それぞれ
の市

し

区
く

町
ちょう

村
そん

で、区
く

域
いき

内
ない

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

に関
かん

する指
し

針
しん

・計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

し、外
がい

国
こく

人
じん

を
直
ちょく

接
せつ

支
し

援
えん

する主
しゅ

体
たい

としての取
と

り組
く

みを行
おこな

うこととされています。
市
し

では、総
そう

務
む

省
しょう

の「地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プラン」を学
まな

びながら、基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え
方
かた

を明
あ き

らかにし、市
し

全
ぜん

体
たい

で具
ぐ

体
たい

的
てき

に推
すい

進
しん

していくため、「小
こ

牧
まき

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プラン（以
い

下
か

「プラン」といいます。）」を策
さく

定
てい

しました。

用
よう

　　語
ご

説
せつ

　　　　　明
めい

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

などの異
こと

なる人
ひと

々
びと

が、互
たが

いの文
ぶん

化
か

的
てき

ちがいを認
みと

め合
あ

い、
対
たい

等
とう

な関
かん

係
けい

を築
きず

こうとしながら、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の構
こう

成
せい

員
いん

として共
とも

に生
い

き
ていくことです。

こまき市
し

民
みん 小

こ

牧
まき

市
し

内
ない

で暮
く

らす人
ひと

や働
はたら

く人
ひと

など、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

のなかで小
こ

牧
まき

市
し

にかか
わるすべての人

ひと

とします。

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

一
いっ

般
ぱん

的
てき

に外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

を表
あらわ

しますが、本
ほん

プランでは外
がい

国
こく

にルーツをも
つ日

に

本
ほん

国
こく

籍
せき

の人
ひと

も含
ふく

みます。
なお、外

がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

以
い

外
がい

のこまき市
し

民
みん

を「日
に

本
ほん

人
じん

市
し

民
みん

」とします。

こまき調
ちょう

査
さ 2010 年

ねん

２月
がつ

～３月
がつ

に、日
に

本
ほん

人
じん

市
し

民
みん

と外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

を対
たい

象
しょう

として行
おこな

っ
た「多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

アンケート調
ちょう

査
さ

」をいいます。

用
よう

語
ご

の説
せつ

明
めい



本
ほん

市
し

は全
ぜん

国
こく

でも有
ゆう

数
すう

の外
がい

国
こく

人
じん

集
しゅう

住
じゅう

地
ち

域
いき

です。現
げん

在
ざい

まで、通
つう

訳
やく

の配
はい

置
ち

や情
じょう

報
ほう

の多
た

言
げん

語
ご

化
か

などを行
おこな

い、行
ぎょう

政
せい

のサービスや情
じょう

報
ほう

が外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

にも行
い

き届
とど

くように工
く

夫
ふう

し
てきました。
近
きん

年
ねん

では、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の滞
たい

在
ざい

の長
ちょう

期
き

化
か

や定
てい

住
じゅう

化
か

、日
に

本
ほん

で生
う

まれ育
そだ

った外
がい

国
こく

にルー
ツを持

も

つ子
こ

どもの増
ぞう

加
か

など、新
あら

たな傾
けい

向
こう

が見
み

られるようになり、日
にち

常
じょう

の地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

の
中
なか

で、様
さま

々
ざま

な課
か

題
だい

が表
ひょう

面
めん

化
か

してきました。
これらの課

か

題
だい

を解
かい

決
けつ

するには、これまでの行
ぎょう

政
せい

サービスだけではなく、市
し

民
みん

と企
き

業
ぎょう

と行
ぎょう

政
せい

が一
いっ

体
たい

となり、実
じっ

際
さい

に生
せい

活
かつ

をしている地
ち

域
いき

の目
め

線
せん

に立
た

った取
と

り組
く

みが求
もと

め
られています。
このような状

じょう

況
きょう

を受
う

け、この「小
こ

牧
まき

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プラン～『できることか
らはじめよう』編

へん

～を策
さく

定
てい

いたしました。
このプランは「誰

だれ

でもできる基
き

本
ほん

的
てき

な実
じっ

践
せん

」にこだわり作
さく

成
せい

いたしました。そこ
には「取

と

り組
く

みを通
とお

して住
じゅう

民
みん

同
どう

士
し

が知
し

り合
あ

い・交
こう

流
りゅう

する『きっかけ』を持
も

ち、共
きょう

生
せい

の一
いっ

歩
ぽ

となってほしい。」という願
ねが

いが込
こ

められています。
どうか、みなさまにおかれましては、本

ほん

プランの推
すい

進
しん

にご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

い
いたします。
最
さい

後
ご

になりましたが、本
ほん

プランの作
さく

成
せい

にあたりご協
きょう

力
りょく

いただきました関
かん

係
けい

者
しゃ

各
かく

位
い

をはじめ、貴
き

重
ちょう

なご意
い

見
けん

をいただきました市
し

民
みん

のみなさまにお礼
れい

を申
もう

し上
あ

げ、ごあ
いさつといたします。

2011年
ねん

3 月
がつ

� 小
こ

牧
まき

市
し

長
ちょう

 　山
やま

下
した

史
し

守
ず

朗
お

はじめに
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